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要旨：中国では近年、中国語の方言を商業的に利用した「方言グッズ」

が登場している。そのうちの一つである、呉語に属する常州方言のト

ランプでは、漢字を用いた標準語の発音に基づく方言音の音写がなさ

れており、当て字の選択においては、声母・韻母・声調の総合的な音

の類似性を元にしつつ、商業的コンテンツとして成立させるための言

葉遊び的な要素も加味されている。学術的な IPA 表記に比べると、も

ちろん客観性や正確さに欠ける部分もあるが、こうした方言表記のあ

り方からは、従来の言語調査では気づかれなかった現象も観察される。

中国における方言の商業的利用は今後も増加が見込まれ、これらの分

析も視野に入れることで、方言研究の新たな方向性を見出すことがで

きるだろう。 

 

1. はじめに 

 

1949 年の中華人民共和国成立から数えると、現代中国語の標準語である「普通

話」の普及運動が進められてすでに 70 年が経過した（袁钟瑞 2020）。2020 年 9 月

15 日、中国共産主義青年団の機関紙は、この時点での全国の普通話普及率がすで

に 80.72%に及んでいると発表し1、さらに 2021 年 12 月 2 日には、中国国務院が「新

時代における言語・文字活動の全面的強化に関する意見」（原題：《关于全面加强新

时代语言文字工作的意见》）と題して、2025 年までに普通話の全国普及率を 85％に

引き上げる目標を掲げた2。中国のどの地域、どの世代にも、標準語がかなり浸透し

                                                  
1 http://www.moe.gov.cn/jyb_xwfb/xw_zt/moe_357/jyzt_2020n/2020_zt23/baodao/202009/t202009
15_488008.html（最終閲覧日：2021 年 12 月 31 日） 
2  http://www.moe.gov.cn/jyb_xxgk/moe_1777/moe_1778/202111/t20211130_583564.html（最終

閲覧日：2021 年 12 月 31 日） 
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ており、若年層に至っては家庭内でもまったく方言を使わず、標準語しか話さない

ということもよく聞かれる。 

そうした中、かつては標準語普及の「障壁」のように見なされていた方言に対し

て、特別な価値が見出され、生活語以外において積極的に受容・活用しようとする

新たな動きが中国各地で起きている。例えば、ドラマ・映画・アニメ・音楽・SNS

などで方言を意図的に使用する動きがあり、また方言に経済的価値を見出し活用し

た「方言グッズ」や「方言景観」も現れはじめている。 

日本の社会言語学においては、井上史雄・日高貢一郎らを筆頭に、こうした「方

言グッズ」や「方言景観」を題材として、方言が社会の中でどのように活用され、

経済活動とどのような結びつきがあるのか、盛んに研究されている（井上 2000、井

上ほか 2013）。中国の社会言語学においては、近年、インターネットスラングに関

する研究が一つのブームとなっており、その中の題材として方言的要素を取り上げ

るものもある。しかしながら、こうした「目に見える方言」という方言の新たな形

態が出現している一方で、これらの方言表記に関する議論はあまり進んでいない現

状がある。 

本稿の目的は、中国の方言グッズの一つである常州方言トランプを例として、方

言の商業的利用という文脈において方言がどのように表記されているのか、その性

質を明らかにすることにある3。中国語方言の記述をおこなう場合、研究者は通常

「本字」、すなわち文献調査や歴史音韻的考証がなされた漢字で記す。さらに音声

表記をする際は、国際音声字母（International Phonetic Alphabet，以下 IPA）などを

用いて客観的に記述する。一方、世間一般に流通している方言グッズでは、専門性

や正確さが求められる研究者とは異なり、自由度の高い表記がなされている。そし

て自由度がある分、そこには製作者の言語観（知覚）や意図が反映されている。こ

うした方言表記を観察することにより、コンテンツを提供する側や享受する側が類

似していると感じる音の特徴を明らかにでき、ひいては、言語変化の方向性に関す

る議論にも貢献できる可能性がある。 

筆者は現在、40 種類の中国語方言トランプを収集している4。この中から常州方

                                                  
3 常州は長江三角州の西、江蘇省東南部に位置する都市で（常州市地方志编纂委员会 1995）、
2019 年時点では新北区・天寧区・鐘楼区・武進区・金壇区・溧陽市の 6 つの市轄区があり、

市全体の人口はおよそ 382 万人、市轄区全体の人口はおよそ 303 万人である（中华人民共

和国民政部 2020）。 
4 40 種類の内訳は、省・直轄市別で見ると、天津 2、河北 5、河南 11、山東 2、江蘇 6、湖

北 1、湖南 1、山西 1、陝西 1、甘粛 2、四川 5、重慶 3 である。 
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言トランプを考察の対象に選んだ理由は、呉語に属する常州方言が非学術的な場面

においてどのように表記されるのか、疑問に思ったからである。というのも、呉語

は有声音声母（音節頭子音）や入声など古い音韻的特徴を保持しているが、官話（北

方方言）ではこうした特徴が消滅しており5、官話を基礎として形成された標準語

もまた、これらの特徴を持たない。したがって、その字音を以て呉語を音写すると

なれば、何かしらの対応策がいることになる。 

 

2. 常州方言トランプの概要 

 

2.1 常州方言トランプの構成 

本トランプの箱の表面には、上部に「クリエイティブな文化的商品――常州方言」

（创意文化产品之常州方言）、中央部に篆書体で書かれた“常州”の二字と製作会

社名「窓外視覚出品」が並ぶ（図 1）。さらに箱の裏面には、「常州方言トランプは、

地域の文化・特徴・感情を受け継ぐユニークな記念品・所蔵品・ギフトです」（常

州方言扑克承载着地域文化、特点与情感，是独具特色的纪念品、收藏品和馈赠佳品）

と記されている。この記載からも、方言グッズの消費者が中国語方言の専門知識を

持たない一般人であることが改めてわかる。 

トランプ本体は、52 枚の札と 2 枚のジョーカーから成る。札のレイアウトは、

上に標準語の単語（見出し語）と例文、下に対応する常州方言の単語（見出し語）

と例文が配置されている。まさに方言そのものが売り物として流通している好例と

言えよう。 

 
図 1 常州方言トランプ 6 

                                                  
5 北方方言の中でも、山西省を中心として分布する晋語は入声を保持している。 
6 筆者撮影（撮影日：2021 年 12 月 31 日） 
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2.2 常州トランプと『常州方言詞典』の対照表 

ここでは、常州トランプと『常州方言詞典』（以下、周源・屠国瑞 2011）の方言

表記に関する対照表を提示する（表 1）。同定作業にあたっては、常州方言母語話

者への聞き取り調査もおこなった7。 

まず、表 1 におけるナンバリングは、トランプの札の記号や数字とは関連がな

く、筆者が語のカテゴリーの類似性に基づいて並び替えたものである。 

表の左側には、トランプに記述されている標準語の例文と、これに対応する常州

方言の例文を形態素で区切って縦に並べた。トランプに表記されている常州方言は、

常州方言の発音を標準語で音写したものである。No.1 を例にすると、「あなたは何

を言っているのですか」は、常州方言では［ȵi45 suәʔ55 tiɑ45］という発音で、常州方

言での漢字表記では“你说嗲？”となる。しかし、常州方言話者以外はこの漢字か

ら発音を再現できない。そこで、これに近い音を再現するため、標準語の発音で同

音・類音となる漢字を当てて、“尼缩嗲？”［ȵi35 suo55 tiᴀ214］と音写しているので

ある。音声表記は筆者が付記したもので、声母（音節頭子音）と韻母（母音または

母音＋音節末尾子音）は IPA、声調調値は 1（低）から 5（高）までの数字を複数組

み合わせることで音の高低を示す「5 度式表記」を用いた。いずれの記述も、黄伯

荣・廖序东 2017：28, 65, 69, 83-85 に準拠する。連読変調の反映は、-（ハイフン）

で示す。例えば 51-53 は、51 が単字調で、53 は変調後の調値を指す。 

表の右側には、周源・屠国瑞 2011 における常州方言の記述を併記した。あとが

きによれば、この辞書は文献資料を中心に語彙を収集して、さらに新語や現在使用

されている話しことばも多く採録し、また常州の旧城における伝統的な音に基づい

た音声表記をおこなっている。なお、この辞書では有気音が［‘］で表されている

が、一律で［ʰ］とする。調値を示す数字に下線を引いているものは、入声音の短促

調を表している。調値は周源・屠国瑞 2011 に倣って単字調のみとし、連読変調は

表記していない。連読変調に関する分析は、次節 3.1.4 を参照されたい。 

表 1 の No.3-2, No.11-3, No.40-4 の語気助詞（文末詞）はおそらく標準語由来のも

ので、周源・屠国瑞 2011 には収録がなかった。したがって、これらは空欄とする。

さらに、No.33, No.47 の標準語の例文は、周源・屠国瑞 2011 や《江苏语言资源资料

汇编》编委会 2015 の記述、および常州方言母語話者への聞き取り調査によって、

一部正確ではないことがわかった。よって、注をつけて補足する。 

                                                  
7 2022 年 1 月 2 日に石川県金沢市内で対面での聞き取り調査をおこなった。対象者は江蘇

省常州市武進区出身、1997 年生まれの女性、黄氏である。ここに記して感謝申し上げる。 
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表 1 常州トランプと『常州方言詞典』の対照表 

No. 常州方言トランプ 『常州方言詞典』 

標準語 常州方言 

1-1 你说什么 尼 ȵi35 你 ȵi45 

1-2 缩 suo55 说 suәʔ55 

1-3 嗲 tiᴀ214 嗲 tiɑ45 

2-1 干什么这样 邹嗲 tsou55 tiᴀ214 做嗲 tsɤɯ523 tiɑ45 

2-2 噶佬 kᴀ35 lɑu214 介咾 kæ523 lɑɯ213 

2-3 则 tɤ35 则 tsәʔ55 

3-1 为什么呀 囊外 8 nɑŋ35 uai51 奈会 næ45 uæɪ523 

3-2 啊 ᴀ1   

4-1 你想怎样 尼 ȵi35 你 ȵi45 

4-2 响 ɕiɑŋ214 想 siɑŋ45 

4-3 囊佬 nɑŋ35 lɑu214 奈咾 næ45 lɑɯ45 

5-1 这里风景好 噶得 kᴀ35 tei214 介头 kæ523 deɪ213 

5-2 风经 fәŋ55 tɕiŋ55 风景 foŋ55 tɕiŋ45 

5-3 耗 xɑu51 好 xɑɯ45 

6-1 那里有位子 够得 kou51 tei214 过头 kɤɯ523 deɪ213 

6-2 有 iou214 有 iɤɯ45 

6-3 外子 uai51 zi214 位子 uæɪ24 tsɿ45 

7-1 我呀 偶 ou214 我 ŋɤɯ45 

7-2 哇 uᴀ4 惑 uәʔ23 

8-1 是我们吗 斯 sɿ55 是 zɿ24 

8-2 偶古 ou214-35 ku214 我家 ŋɤɯ45 ko55 

8-3 发 fᴀ55 𠲎 vɑʔ23 

9-1 你是谁 拟 ȵi214 你 ȵi45 

9-2 斯 sɿ55 是 zɿ24 

9-3 嗲拧 tiᴀ214-21 ȵiŋ35 嗲人 tiɑ45 ȵiŋ213 

                                                  
8 “囊”は多音字（［nɑŋ55］/［nɑŋ35］）であるが、常用されるのは「袋」という語義を持

つ［nɑŋ35］であることから（例：「皮袋」“皮囊”［pʰi35 nɑŋ35］）、［nɑŋ35］として表記

する。表 1 にはこのほかにも多音字が複数存在するが、①常用字音であるかどうか、②音

写語との対応関係を考慮した上で、一つの音だけを表記している。 
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10-1 你们在哪 拟古 ȵi214-35 ku214 你家 ȵi45 ko55 

10-2 勒 lɤ51 勒 lәʔ23 

10-3 哪矮底 nᴀ214-35 ai214-35 ti214 冷开点 lɑŋ45 kʰæɪ55 tiɪ45 

11-1 他跑了 达 tᴀ35 他 dɑ24 

11-2 堡 pɑu214 跑 bɑɯ213 

11-3 了 lɤ4   

11-4 捞 lɑu55 咾 lɑɯ45 

11-5 勒 lɤ51 𪡏 liɪ24 

12-1 他们在玩 打古 tᴀ214-35 ku214 他家 dɑ24 ko55 

12-2 勒 lɤ51 勒 lәʔ23 

12-3 波想 po55 ɕiɑŋ214 孛相 bәʔ23 siɑŋ523 

13-1 抓小偷 作 tsuo51 抓 tso55 

13-2 色过得 sɤ51 kuo51 tei214 贼骨头 zәʔ23 kuәʔ55 deɪ213 

14-1 爷爷好 丫丫 iᴀ55 iᴀ55 爷爷 iɑ213 iɑ213 

14-2 好 xɑu214 好 xɑɯ45 

15-1 奶奶早 轻娘 tɕʰiŋ55 ȵiɑŋ35 亲娘 tsʰiŋ55 ȵiɑŋ213 

15-2 早桑得 tsɑu214-21 sɑŋ55 tei214 早上头 tsɑɯ45 zɑŋ24 deɪ213 

15-3 好 xɑu214 好 xɑɯ45 

16-1 来妈妈这 来 lai35 来 læɪ213 

16-2 麻麻 ma35 ma35 姆妈 m55 mɑ55 

16-3 噶类 ka35 lei51 介头 kæ523 deɪ213 

17-1 哥哥是好人 勾勾 kou55 kou55 哥哥 kɤɯ55 kɤɯ55 

17-2 斯 sɿ55 是 zɿ24 

17-3 耗拧 xɑu51 ȵiŋ35 好人 xɑɯ45 ȵiŋ213 

18-1 姐姐好漂亮 家家 tɕiᴀ55 tɕiᴀ55 姐姐 tsiɑ45 tsiɑ45 

18-2 飘量 pʰiɑu55 liɑŋ51 漂亮 pʰiɑɯ45 liɑŋ24 

18-3 到杂 tɑu51 tsᴀ35 到则 tɑɯ523 tsәʔ55 

19-1 舅舅结婚了 久久 tɕiou214-35 tɕiou214 舅舅 dʑiɤɯ24 dʑiɤɯ24 

19-2 接昏 tɕiɛ55 xuәn55 结婚 tɕiәʔ55 xuәŋ55 

19-3 个 kɤ2 格 kәʔ55 

19-4 勒 lɤ51 𪡏 liɪ24 

20-1 姑姑好年轻 八八 pᴀ55 pᴀ55 八八 pɑʔ55 pɑʔ55 
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20-2 尼庆 ȵi35 tɕʰiŋ51 年轻 ȵiɪ213 tɕʰiŋ55 

20-3 到杂 tɑu51 tsᴀ35 到则 tɑɯ523 tsәʔ55 

21-1 夫妻过日子 婆老俩个 pʰo35 lɑu214-35 liᴀ214-21 kɤ4 婆佬两个 bɤɯ213 lɑɯ45 liɑŋ45 kәʔ55 

21-2 够 kou51 过 kɤɯ523 

21-3 捏家 ȵiɛ55 tɕiᴀ55 日脚 ȵiәʔ23 tɕiɑʔ55 

22-1 小孩要听话 小佬 ɕiɑu214-35 lɑu214 小佬 siɑɯ45 lɑɯ45 

22-2 要 iɑu51 要 iɑɯ523 

22-3 听唔 tʰiŋ55 u35 听话 tʰiŋ523 ɦo24 

23-1 男孩很帅的 佬小 lɑu214-35 ɕiɑu214 老小 lɑɯ45 siɑɯ45 

23-2 省气 ʂәŋ214-21 tɕʰi51 神气 zәŋ213 tɕʰi523 

23-3 忒 tʰɤ51 忒 tʰәʔ55 

23-4 老 lɑu214 咾 lɑɯ45 

24-1 女孩很乖 女小佬 ny214-35 ɕiɑu214-35 lɑu214 女小佬 ȵy45 siɑɯ45 lɑɯ45 

24-2 瓜 kuᴀ55 乖 kuɑ55 

24-3 忒 tʰɤ51 忒 tʰәʔ55 

24-4 捞 lɑu55 咾 lɑɯ45 

25-1 你个傻子 尼 ȵi35 你 ȵi45 

25-2 个 kɤ3 个 kәʔ55 

25-3 改 B kai214-21 (B) 呆屄 gæɪ213 pi55 

26-1 今天天气好

啊 

金早 tɕiŋ55 tsɑu214 今朝 tɕiŋ55 tsɑɯ45 

26-2 体气 tʰi214-21 tɕʰi51 天气 tʰiɪ55 tɕʰi523 

26-3 耗 xɑu51 好 xɑɯ45 

26-4 的 tɤ1 得 tәʔ55 

26-5 哇 uᴀ1 惑 uәʔ23 

27-1 明天见 敏早 min214-35 tsɑu214 明朝 mәŋ213 tsɑɯ45 

27-2 即 tɕi35 见 tɕiɪ523 

28-1 早上天亮了 早起得 tsɑu214-35 tɕʰi214-35 tei214 早起头 tsɑɯ45 tɕʰi45 deɪ213 

28-2 体亮 tʰi214-21 liɑŋ51 天亮 tʰiɪ55 liɑŋ24 

28-3 各 kɤ51 格 kәʔ55 

28-4 勒 lɤ51 𪡏 liɪ24 

29-1 晚上出去 呀莱得 iᴀ3 lai35 tei214 夜勒头 iɑ24 lәʔ23 deɪ213 

29-2 策气 tsʰɤ51 tɕʰi51 出去 tsʰuәʔ55 tɕʰi523 
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30-1 时间到了 森光 sәn55 kuɑŋ55 辰光 zәŋ213 kuɑŋ55 

30-2 到 tɑu51 到 tɑɯ523 

30-3 料 liɑu51 了 liɑɯ45 

31-1 午休时间到 歇贼 ɕiɛ55 tsei35 歇昼 ɕiәʔ55 tseɪ523 

31-2 森光 sәn55 kuɑŋ55 辰光 zәŋ213 kuɑŋ55 

31-3 到 tɑu51 到 tɑɯ523 

31-4 料 liɑu51 了 liɑɯ45 

32-1 下雨了没带

伞 

落与 luo51 y214 落雨 lɔʔ23 y45 

32-2 勒 lɤ51 𪡏 liɪ24 

32-3 么 mɤ1 没 mәʔ23 

32-4 达 tᴀ35 带 tɑ523 

32-5 撒 sᴀ214 伞 sæ45 

33-1 打雷不怕 9 阵得响 tʂәŋ51 tei214-35 ɕiɑŋ214 阵头响 dzәŋ24 deɪ213 ɕiɑŋ45 

33-2 粉 fәn214 勿 fәʔ55 

33-3 噗 pʰu55 怕 pʰo523 

34-1 外面有雾 哇类 uᴀ3 lei51 外头 uɑ24 deɪ213 

34-2 由 iou35 有 iɤɯ45 

34-3 迷路 mi35 lu51 弥露 mi213 lu24 

35-1 花生好吃 长生果 tʂʰɑŋ35 ʂәŋ55 kuo214 长生果 dzɑŋ213 sәŋ55 kɤɯ45 

35-2 耗切 xɑu51 tɕʰiɛ51 好吃 xɑɯ45 tɕʰiәʔ55 

36-1 吃肉包子 切 tʰiɛ51 吃 tɕʰiәʔ55 

36-2 尼哦么得 ȵi35 o3 mɤ2 tei214 肉馒头 ȵiɔʔ23 mɤ213 deɪ213 

37-1 骑脚踏车 字 tsɿ51 骑 dʑi213 

37-2 加大促 tɕiᴀ55 tᴀ51 tsʰu51 脚踏车 tɕiɑʔ55 dɑʔ23 tsʰo55 

38-1 维修三轮车 修 ɕiu55 修 siɤɯ55 

38-2 撒轮促 sᴀ55 luәn35 tsʰu51 三轮车 sæ55 lәŋ213 tsʰo55 

39-1 在院子里玩 勒 lɤ51 勒 lәʔ23 

39-2 明堂 miŋ35 tʰɑŋ35 明堂 miŋ213 dɑŋ213 

39-3 勒 lɤ51 勒 lәʔ23 

39-4 博相 po35 ɕiɑŋ51 孛相 bәʔ23 siɑŋ523 

                                                  
9 “阵得响”すなわち“阵头响”の語義は、“打雷”「雷が鳴る」ではなく、名詞として

の「雷」である。 
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40-1 我的杯子呢 偶 ou214 我 ŋɤɯ45 

40-2 个 kɤ4 格 kәʔ55 

40-3 拜子 pai51 tsɿ1 杯子 10 pæɪ55 tsɿ45 

40-4 那 nᴀ51   

41-1 膝盖受伤 轻波得11 tɕʰiŋ55 po55 tei214 膝馒头 tsʰiәʔ55 mɤ213 deɪ213 

41-2 塞桑 sai55 sɑŋ55 受伤 zeɪ24 sɑŋ55 

42-1 洗脸洗干净

了 12 

卡面 kʰᴀ214-21 miɛn51 揩面 kʰɑ55 miɪ24 

42-2 卡 13 kʰᴀ214 揩 kʰɑ55 

42-3 哥应 kɤ55 iŋ51 干净 kɤ55 ziŋ24 

43-1 洗澡舒服 达呦 tᴀ35 iou55 汏浴 dɑ24 iɔʔ23 

43-2 下一 ɕiᴀ51 i55 写意 siɑ45 i523 

44-1 干活很累 邹桑喔 tsou55 sɑŋ55 uo55 做生活 tsɤɯ523 sɑŋ55 uәʔ23 

44-2 器类 tɕʰi51 lei51 吃力 tɕʰiәʔ55 liәʔ23 

44-3 忒 tʰɤ51 忒 tʰәʔ55 

44-4 佬 lɑu214 咾 lɑɯ45 

45 走路 波路 po55 lu51 波路 pɤɯ55 lu24 

46-1 出去玩 策气 tsʰɤ51 tɕʰi51 出去 tsʰuәʔ55 tɕʰi523 

46-2 博相 po35 ɕiɑŋ51 孛相 bәʔ23 siɑŋ523 

47-1 睡觉打呼噜

14 

困搞 kʰuәn51 kɑu214 睏觉 kʰuәŋ523 kɑɯ523 

47-2 当火系 tɑŋ55 xuo214-21 ɕi51 打呵欠 tɑŋ45 xɔʔ55 ɕiɪ523 

48-1 别胡说八道 佛澳 fo35 ɑu51 覅 fiɑɯ523 

48-2 乱无三期 luan51 u35 san55 tɕʰi55 卵话三千 lɤ45 ɦo24 sæ55 tsʰiɪ55 

                                                  
10 “杯”は周源・屠国瑞 2011 に記載がなかったため、江苏省地方志编纂委员会 1998：131
の音節表に記された音価を参考に補完した。 
11 《江苏语言资源资料汇编》编委会 2015：29, 77, 125 によれば、「ひざ」の語形および音

声形式は地区によって異なり、城区（旧市街地）では“膝馒头”［tɕʰiәʔ1 mɵ1 dei13］、金壇

では“膝头盘”［tɕʰiәʔ3 dei2 bʏ24］、溧陽では“膝婆头”［tɕʰiәʔ3 bø2 dei24］とある。トラン

プ表記の第二音節“波”の声母は両唇破裂音であるから、城区ではなく、溧陽の発音を反映

している可能性が高い。 
12 常州方言母語話者への聞き取りによれば、“揩面”は顔を「洗う」というよりも「拭く」

の意味合いがあるらしい。実際、周源・屠国瑞 2011：184 においても、動詞単独での“揩”

は「（台などを）拭く」と記されている。 
13 実際には、“卡卡”と動詞重ね型で表記されている。 
14 “当火系”すなわち“打呵欠”の語義は、“打呼噜”「いびきをかく」ではなく、「あく

びをする」である。 
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49-1 小孩很懂事 小佬 ɕiɑu214-35 lɑu214 小佬 siɑɯ45 lɑɯ45 

49-2 动请得 tuŋ51 tɕʰiŋ214-35 tei214 懂清头 toŋ45 tsʰiŋ55 deɪ213 

50-1 做事不能马

虎 

邹斯词 tsou55 sɿ55 tsʰɿ35 做事体 tsɤɯ523 zɿ24 tʰi45 

50-2 佛奥 fo35 ɑu51 覅 fiɑɯ523 

50-3 擦烂唔 tsʰa55 lan51 u35 拆烂污 tsʰɑʔ55 læ24 u55 

51-1 这样行的 噶老 kᴀ35 lɑu214 介咾 kæ523 lɑɯ213 

51-2 则 tsɤ35 则 tsәʔ55 

51-3 扣以 kʰou51 i214 可以 kʰɤɯ45 i55 

51-4 各 kɤ51 格 kәʔ55 

52-1 不行的 佛澳 fo35 ɑu51 覅 fiɑɯ523 

52-2 给 kei214 格 kәʔ55 

 

3. 常州方言トランプの表記上の特徴 

 

表 1 で概観したように、常州方言トランプと周源・屠国瑞 2011 では、表記され

ている漢字がほとんど一致しない。その理由は、方言を表記する目的や用途がそれ

ぞれ異なるためである。 

以下では、常州方言トランプの表記上の特徴について、項目ごとに例を挙げなが

ら分析を進める。その際にポイントとなるのは、①標準語と音韻体系が異なる方言

を漢字で音写する場合、どのような対処をしているのか、②商業的コンテンツとし

て成立させるために、どのような表記上の工夫をしているのかの 2 点である。 

 

3.1 標準語と音韻体系が異なる方言の表記 

3.1.1 有声音声母をどう反映しているのか 

詹伯慧 1981＝1983：145 は呉語に共通する音声特色の一つとして、「古代の有声

閉鎖音、有声破擦音、有声摩擦音声母、b-、d-、g-、dz-、dʑ-、z-、ʑ-、v-、ɦ-を、比

較的完璧に保存している」ことを挙げており、伝統的な常州方言もこれに該当する。 

有声音を声母に持つ字の表記方法として最も多かったのは、無声音で対応させる

というものである。すなわち、調音位置や調音方法の共通性はそのままに、［b］>

［p］、［d］>［t］、［g］>［k］、［z］>［s］、［v］>［f］と変換している。有声破擦音

［dʑ］は、無声破擦音［tɕ］または無声閉鎖音［ts］で対応させている（表 2）。 
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表 2 有声音声母に関する項目（無声音への変換） 

No. 常州方言トランプ 『常州方言詞典』 語義 

11-2 堡［pɑu214］ 跑［bɑɯ213］ 走る 

11-1 达［tᴀ35］ 他［dɑ24］ 彼 

25-3 改［kai214-21］B 15 呆屄［gæɪ213 pi55］ バカ 

8-1 斯［sɿ55］ 是［zɿ24］ ～である 

8-3 发［fᴀ55］ 𠲎［vɑʔ23］ 疑問の語気詞 

19-1 久久［tɕiou214-35 tɕiou214］ 舅舅［dʑiɤɯ24 dʑiɤɯ24］ 母方のおじ 

37-1 字［tsɿ51］ 骑［dʑi213］ 乗る、跨る 

 

二つ目の方法は、声母を持たない、いわゆる「ゼロ声母」で対応させるというも

のである。該当するのは、表 3 に挙げた 4 例である。まず、No.22-3 と No.48-2 に

共通する“话”［ɦo］は、表記されている漢字こそ二通りあるものの、当てられて

いる音はいずれも［u］である。また、No.42-3“净”［ziŋ］は［iŋ］、No.7-1“我”

［ŋɤɯ］は［ou］というように、いずれも標準語では声母を持たない字を当ててい

る。おそらくトランプの製作者は、一部の有声子音について母音に近い音であると

受け取ったのであろう。 

 

表 3 有声音声母に関する項目（ゼロ声母への変換） 

No. 常州方言トランプ 『常州方言詞典』 語義 

22-3 听唔［tʰiŋ55 u35］ 听话［tʰiŋ523 ɦo24］ 言うことを聞く 

48-2 乱无三期［luan51 u35 san55 

tɕʰi55］ 

卵话三千［ lɤ45 ɦo24 sæ55 

tsʰiɪ55］ 

でたらめを言う 

42-3 哥应［kɤ55 iŋ51］ 干净［kɤ55 ziŋ24］ きれい、清潔 

7-1 偶［ou214］ 我［ŋɤɯ45］ 私 

 

                                                  
15 アルファベットの B は、女性器を意味する“屄”［pi55］を音写したもので、“～屄”は

いずれも英語の F ワードに相当する。例にある“呆屄”［gæɪ213 pi55］は「バカ」という意

味で、ほかにも“老屄”［lɑɯ45 pi55］（成人女性を罵ることば）、“木屄”［mɔʔ23 pi55］（バ

カ）、“牛屄”［ȵiɤɯ213 pi55］（嘘つき）などがある（周源・屠国瑞 2011：205, 249, 279）。

アルファベットで表すのは、現代中国語における外来語の訳語法ではよく見られる手法で

ある。例えば、「カラオケ」は“K 歌”（“卡拉 OK”）、「USB メモリ」は“U 盘”とな

る（史有为 2019：1507, 1560）。 
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3.1.2 声母の尖団の区別をどう反映しているのか 

詹伯慧 1981＝1983：147 は、北部呉語の音声特徴として、「大部分の地点で尖団

音を区別する」ことを挙げている。中村 2010：1 は漢語における声母の尖団の区別

について、「後期近世音の重要なトピックの一つ」と述べ、次のように説明する。 

これはピンインの「j」「q」「x」で表記される音が、明代以前に

は二系列の異なる音声であったのが、清代中期以降にその区別

を失って合流したものである。その二系列のうち一方を「尖

音」、他方を「団音」という。伝統的な韻図の枠組みで言えば、

「尖音」が「歯音」、そして「団音」が「牙喉音」に相当する。 

周源・屠国瑞 2011：2 によると、「老年層の話す常州方言は、声母において尖団

音を区別する。一般的に、中古音の“精清従心邪”組字が斉歯呼・撮口呼の前では

［ts］［tsʰ］［s］で発音される」16とある。つまり、古い音韻体系では尖音［tsi-］［tsʰi-］

［si-］と団音［tɕi-］［tɕʰi-］［ɕi-］の区別を保有している。 

しかしながら、「半世紀近くにわたる標準語普及の影響により、尖音は次第に団

音へと変化し、現在では 60 歳以下の世代において尖音はすでに消失している」17

（周源・屠国瑞 2011：504）。この点を考慮すると、トランプの方言表記において本

来尖音で発音されるものが団音で音写されているのは、一つにはもちろん、標準語

では尖音を書き表すことができないといった表記上の制限が関係している（表 4）。

しかしその一方で、そもそも現代の中年層・若年層ではすでに老年層の音韻的特徴

が消失していることから、音声変化の実態を反映しているためとも考えられる。ト

ランプの製作者の年齢が若ければ、その可能性はより高くなる。 

 

表 4 声母の尖団に関する項目 

No. 常州方言トランプ 『常州方言詞典』 語義 

18-1 家家［tɕiᴀ55 tɕiᴀ55］ 姐姐［tsiɑ45 tsiɑ45］ 姉 

49-2 动请得［tuŋ51 tɕʰiŋ214-35 tei214］ 懂清头［toŋ45 tsʰiŋ55 deɪ213］ 物分かりが良い 

4-2 响［ɕiɑŋ214］ 想［siɑŋ45］ ～したい 

                                                  
16 原文：老常州人说的常州方言声母分尖团音。一般是“精清从心邪”组在齐、撮口音前读

成［ts］、［ts‘］、［s］。 
17 原文：（常州方言本来是尖团音分明的，）近半个世纪以来受普通话的影响，尖音逐步团

化，现在六十岁以下人群中已经没有尖音了（，在老年人群中尚有部分尖音存在。） 
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3.1.3 入声をどう反映しているのか 

再び、詹伯慧 1981＝1983：146 を参照すると、呉語に共通する音声的特徴の一つ

として、入声を保存している点を挙げており、「旧入声字の韻尾-p, -t, -k は合併して

声門閉鎖音韻尾-ʔになっている」と説明している。常州方言もこの特徴に合致する。 

ではこの入声音について、トランプの製作者はどのように解釈して表記している

のかというと、一つには、声門閉鎖音韻尾［-ʔ］を除いた音に対応する漢字を当て

ている。表 5 で挙げた 3 例について、トランプ表記と周源・屠国瑞 2011 の記述を

比較してみると、母音の開口度や舌の位置に若干の違いはあるものの、声門閉鎖音

韻尾を除くことで、両者の音価はほぼ一致する。 

大西 2020：88 は、呉語における入声の音韻学的特性として挙げられる声門閉鎖

音について、趙元任 1928 や袁家骅 1983 といった先行研究をもとに、「声門閉鎖音

は（中略）複音節語の非音節末の位置では現れない」「単独で強く読まれる時に限

って顕著に現れ、それ以外の時は、咽頭筋肉の緊張や軽い声門閉鎖といった咽頭化

（glottalization）が現れる」と概括している。声門閉鎖音にしても、咽頭化にしても、

具体的な音を伴うわけではないことを踏まえれば、入声の音声的特徴をある意味

「無視」した表記になるのも頷ける。 

 

表 5 入声に関する項目（声門閉鎖音韻尾の削除） 

No. 常州方言トランプ 『常州方言詞典』 語義 

1-2 缩［suo55］ 说［suәʔ55］ 話す 

21-3 捏家［ȵiɛ55 tɕiᴀ55］ 日脚［ȵiәʔ23 tɕiɑʔ55］ 日々 

43-1 达呦［tᴀ35 iou55］ 汏浴［dɑ24 iɔʔ23］ 沐浴をする 

 

二つ目の方法は、下降調を当てるというものである。上述の大西 2020：89 は、

呉語における入声の一般的認識について、「短（短時）と促（促音）の 2 つの特性

でもって認識されることが多い」と説明する。殷北华 1999：17 もまた、「入声は持

続時間が短いため、専門家でなければピッチの高さには反応が遅れる。しかし、入

声に共通する「促調」に対しては敏感である。」18と述べている。表 1 の表記を観察

すると、入声音全体の三分の一以上が標準語の第 4 声（下降調）で音写されている

のが読み取れる。つまり、こうした「短く消えゆく音」が、学術的に正確かどうか

                                                  
18 原文：入声由于时值短，一般不是专业人员对其不同的音高反映较迟纯，但对于它们所共

有的“促调”是敏感的。 
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は別として、一般には下降調に近い音として「聞こえている」可能性がある。 

表 6 では、入声音の表記として標準語の第 4 声を当てている例を 4 つ挙げた。特

に注目すべきは、No.35-2 と No.44-2 において、“吃”に対応する漢字表記がそれ

ぞれ異なる点である。これはちょうど、音節末と非音節末の違いの現れであると解

釈できる。すなわち、No.35“长生果好吃”の“吃”は音節末かつ文末で、比較的

はっきりとした発音となるため、二重母音［iәʔ］の音を拾った結果、韻母［iɛ］を

持つ“切”を当てた。一方、No.44“做生活吃力忒咾”の“吃”は非音節末の短促

調であるために母音弱化が起きており、結果、韻母［i］を持つ“器”を当てたもの

と考えられる。本字にとらわれないレベルでの方言表記だからこそ、製作者の聴覚

的な印象がストレートに反映されている。 

 

表 6 入声に関する項目（第 4 声への変換） 

No. 常州方言トランプ 『常州方言詞典』 語義 

13-2 色过得［sɤ51-53 kuo51 tei214］ 贼骨头［zәʔ23 kuәʔ55 deɪ213］ どろぼう 

29-2 策气［tsʰɤ51 tɕʰi51］ 出去［tsʰuәʔ55 tɕʰi523］ 出かける 

35-2 耗切［xɑu51 tɕʰiɛ51］ 好吃［xɑɯ45 tɕʰiәʔ55］ 美味しい 

44-2 器类［tɕʰi51 lei51］ 吃力［tɕʰiәʔ55 liәʔ23］ 苦労する 

 

3.1.4 声調調値をどう反映しているのか 

標準語の声調は、第 1 声（55）、第 2 声（35）、第 3 声（214）、第 4 声（51）の 4

つである。一方、常州方言の声調は 7 つあり、第 1 声（55）、第 2 声（213）、第 3

声（45）、第 5 声（523）、第 6 声（24）、第 7 声（55）、第 8 声（23）となる19。ただ

し、実際の発話は連読変調が反映されることから、常州方言トランプが音写してい

るのは、一字一字の単字調ではなく、語句全体のピッチやアクセントである可能性

が高い。 

では、実際にいくつか例を見ていきたい。表 7 では、汪平 1988 をもとに再構成

した連読変調後の調値を反映させている20。三文字の組み合わせにおいて、変調後

の調値が 0 となっているものは、低く弱く発音されることを示す。 

                                                  
19 記述は周源・屠国瑞 2011 に準じる。第 4 声が空いているのは、中古音の四声である平

声・上声・去声・入声とそれぞれ対応させるためで、奇数は声母が「陰（清音）」、偶数は

「陽（濁音）」を表す。第 7 声と第 8 声は入声であるため、調値の下に短促調を示す線を

引いている。 
20 汪平 1988 では、陽平すなわち第 2 声の単字調を 13 と記述している。 
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まず、No.43-1 および No.39-4 では、第一音節に標準語で第 2 声の“达”や“博”

を置くことによって、第一音節から第二音節にかけてピッチが上昇する様子を再現

している。No.6-1 はその逆で、第一音節に標準語で第 4 声の“够”を置くことによ

って、第一音節から第二音節にかけてピッチが下降する様子を再現している。

No.15-2 や No.50-3 のような三文字の場合も、おおよそ周源・屠国瑞 2011 が示す音

価を再現できている。 

 

表 7 声調調値に関する項目 

No. 常州方言トランプ 『常州方言詞典』 語義 

43-1 达呦［tᴀ35 iou55］ 汏浴［dɑ24-11 iɔʔ23-24］ 沐浴をする 

39-4 博相［po35 ɕiɑŋ51］21 孛相［bәʔ23-22 siɑŋ523-42］ 遊ぶ 

6-1 够得［kou51 tei214］ 过头［kɤɯ523-55 deɪ213-23］ あそこ 

15-2 早桑得［ tsɑu214-21 sɑŋ55 

tei214］ 

早上头［ tsɑɯ45-44 zɑŋ24-55 

deɪ213-0］ 

朝 

50-3 擦烂唔［tsʰa55 lan51 u35］ 拆烂污［tsʰɑʔ55 læ24-42 u55-0］ いい加減、大雑把 

5-1 噶得［kᴀ35 tei214］ 介头［kæ523-55 deɪ213-23］ ここ 

 

一方で、調値があまり一致しないものも多く見受けられる。例えば、No.5-1 場所

詞「ここ」を意味する“介头”のピッチは「高 55 低 23」であるが、トランプ表記

の“噶得”［kᴀ35 tei214］はそれを再現できているとは言い難い（表 7）。ところが視

点を変えると、同じ呉語に属する上海語の発音では“搿搭”［gәʔ11 tᴀʔ23］または“搿

搭”［gәʔ11 dɤ23］であるため（钱乃荣ほか 2007：287）、第一音節から第二音節にか

けてピッチが上昇する。つまり、トランプ表記の“噶得”（上昇調＋下降上昇調）

と比較的一致しているのである。この点を踏まえると、この常州方言トランプの製

作者は、少なくとも周源・屠国瑞 2011 が採用した「常州の旧城における伝統的な

音」の持ち主ではなく、年齢や環境などの要因で上海語寄りの発音となっているの

かもしれない。声調調値についてはほかにも検討すべき要素が多く残っているが、

そうした問題は今後の課題としたい。 

 

                                                  
21 No.39-4 および No.46-2 では“博相”と表記されているが、No.12-3 では同一の語が“波

想”と表記されている。両者の表記上の違いについては不明点が多いため、今後の課題と

したい。 
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3.1.5 分音による表記 

常州方言トランプの中には、「分音語」を作る要領で常州方言の発音を表記した

ものもあった。「分音語」について、语言学名词审定委员会 2012：122 は以下のよ

うに定義している。 

漢語方言において反切造語法によって形成される語の一種。通

常は、一つの音節を二つの音節に分け、声母の後ろには弱化韻

母、韻母の前には側面音や流音などの声母を挿入することで、

二音節語を形成する。22 

例えば、表 8 の No.36-2“尼哦么得”は、標準語の音韻体系で常州方言の“肉”

［ȵiɔʔ23］を表すために、“尼哦”［ȵi35 o3］と二つの音節に分けて表記している。た

しかにこれらを続けて発音すれば、［ȵiɔʔ23］を再現することができる。 

No.48-1“佛澳”や No.50-2“佛奥”もまた、分音の事例と考えられるもので、“覅”

［fiɑɯ523］を二つの音節に分けて表記している。ただし、“覅”は元 “々勿”［fәʔ55］

と“要”［iɑɯ523］が合わさって一音節となった「合音語」である（周源・屠国瑞 2011：

110）。したがってこの場合は、単純に“勿”［fәʔ55］を“佛”［fo35］、“要”［iɑɯ523］

を“澳/奥”［ɑu51］で音写しただけとも考えられる23。 

 

表 8 分音に関する項目 

No. 常州方言トランプ 『常州方言詞典』 語義 

36-2 尼哦么得［ȵi35 o3 mɤ2 tei214］ 肉馒头［ȵiɔʔ23 mɤ213 deɪ213］ 肉まん 

48-1 佛澳［fo35 ɑu51］ 覅［fiɑɯ523］ 

（勿要［fәʔ55 iɑɯ523］） 

否定詞 

～するな 50-2 佛奥［fo35 ɑu51］ 

 

                                                  
22 原文：汉语方言里利用反切方式构词而形成的一类词语。通常一个音节分裂为两个音节，

在声母后插入一个弱化韵母，韵母前面插入边音、流音等声母，形成两个音节的词语” 
23 それでもなお、筆者が“佛澳/奥”を分音の事例として挙げた理由は、表 1 の No.33-2 で

は“勿”［fәʔ55］が“粉”［fәn214］で表記されており、製作者が一音節の“勿”［fәʔ55］と

は異なる音色を感じ取っていた可能性を考慮したためである。もう 1 点補足すると、“覅”

［fiɑɯ523］は“𪥸”［fɑɯ55］であるかもしれない。“𪥸”［fɑɯ55］は“勿”［fәʔ55］と“好”

［xɑɯ45］の合音語であり（周源・屠国瑞 2011：103）、韻母の類似性から言えば、むしろ

こちらのほうがトランプ表記の“佛澳/奥”［fo35 ɑu51］に近い。文脈的にはどちらで取るこ

ともできる。ただ、“澳/奥”の声調が下降調であることから、“覅”［fiɑɯ523］と解釈す

るのが妥当と判断した。 

410



3.2 商業的コンテンツとして成立させるための工夫 

3.2.1 意図的に創造する「面白さ」 

常州方言トランプにおける方言表記の特徴としてさらに挙げたいのは、商業的利

用ゆえに、字面から得られる「見た目の面白さ」を考慮している点である。 

例えば No.1-1 をはじめとして、「あなた」を指す“你”が“尼”で表記されてい

る。これはもちろん、常州方言の［ȵi45］を、標準語で［ȵi35］と発音する“尼”で

写し取った結果でもあるが、漢字は表語文字であるから、“尼”と見た瞬間、尼僧

のイメージが頭に浮かび、コミカルな描写へと一転する24。 

 

表 9 言葉遊びに関する項目 

No. 常州方言トランプ 『常州方言詞典』 語義 

1-1 尼［ȵi35］ 你［ȵi45］ あなた 

15-1 轻娘［tɕʰiŋ55 ȵiɑŋ35］ 亲娘［tsʰiŋ55 ȵiɑŋ213］ 祖母 

26-1 金早［tɕiŋ55 tsɑu214］ 今朝［tɕiŋ55 tsɑɯ45］ 今日 

34-3 迷路［mi35 lu51］ 弥露［mi213 lu24］ 霧 

37-2 加大促［tɕiᴀ55 tᴀ51 tsʰu51］ 脚踏车［tɕiɑʔ55 dɑʔ23 tsʰo55］ 自転車 

 

こうした「変換」は、もちろん製作者が意図的におこなったものである。標準語

の例文を併記していることから、製作者は「正しい」表記が“你”であることは当

然わかっている。しかし、「正しく」表記してしまえば、それは標準語と同一語形

となり、見た目では差別化が図れず、「商品」として成立しなくなってしまう。 

続けてほかの例も見ていきたい（表 9）。No.15-1「祖母」を意味する“亲娘”は

“轻娘”と表記されている。-ng 韻尾を反映させるために“轻”［tɕʰiŋ55］を当てて

いるのは、音声的側面から見ても理にかなっているが（“亲”は標準語で［tɕʰin55］）、

同時に“轻”が持つ語義の効果によって、「（祖母なのに）若い女性」「体重が軽い

女性」「軽薄な女性」などを連想させる面白さがある。No.26-1 に至っては、“今”

と“金”は標準語においていずれも［tɕin55］と発音され、本来であれば変換する理

由はない。音声的な一致度を追求するためには、No.15-1 のように-ng 韻尾を反映さ

                                                  
24 並行的事例として、例えば空耳現象をバラエティ番組に昇華させた「空耳アワー」（テ

レビ朝日系列のバラエティ番組『タモリ倶楽部』内のコーナー）が挙げられよう。番組で

は、日本語との音声的な類似性から起こる外国語歌詞の空耳フレーズを取り上げ、そのフ

レーズに合った描写を再現したコミカルな映像を流している。三間 2014 では、「空耳アワ

ー」における音の類似性と弁別素性について分析している。 
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せた［tɕiŋ55］を音価とする漢字を探す必要がある（“京”、“精”など）。それを

あえて“金”を当てるあたりに、お金への執着や縁起担ぎの意図を感じるのは筆者

だけであろうか。 

多くの表記の中でも「傑作」だと思わず唸ったのは、まず No.34-3「霧」を“迷

路”と当てたことである。霧が深ければ「道に迷う」というように、当て字が語義

とリンクしている。ちなみに、No.34-2 で「いる・ある」が“由”で表記されてい

るのは、常州方言の発音［iɤɯ45］を標準語の“由”［iou35］で音写したためと考え

られるが、No.6-2 では同じ「いる・ある」が“有”［iou214］で表記されている。こ

れはおそらく、後ろの目的語 No.6-3“外子”（婚外子）と合わせて、「婚外子がい

る」というギャグに転化させるためだと解釈できる。 

さらに No.37-2「自転車」は、“加大促”（大きく（力を）加えて（走行を）促

す）とすることで、自転車の特性をうまく形容している。もちろん、音声的にも常

州方言の発音にきちんと対応している。［tsʰu］という字音を持つ漢字がほかにある

中で、わざわざ“促”を選んでいるところに、製作者の意図を感じる。 

これまで見てきた方言の音写方法は、外来語や外国の地名・人名の音訳表記に通

ずるものがある。高名凯・刘正埮 1958＝1988：177-215 は、「現代中国語における

外来語の造語方法」について、①一般原則、②音声上の造語方法、③語彙上の造語

方法、④文法上の造語方法、といった各方面から分析をおこなっている。例えば、

「英語原語の唇歯摩擦音［f］と［v］は、それに対応する現代中国語外来語では、

一般ケースとして、すべて［f］となっている（例：volt―［vɔlt］> 伏特―［fú-t‘ә̀］）」

といった記述があり（高名凯・刘正埮 1958＝1988：189）、これはそのまま 3.1.1 の

分析結果と一致する。また、有名な“可口可乐”（コカ・コーラ）のように、音と

意味を兼ね備えた訳語の例も想起される。 

 

3.2.2 インターネットを媒体とした方言表記の定着 

以上で見たような、あえて「正しい」表記をせずに別の字を当てる手法は、ネッ

トスラングから発想を得ているものと考えられる。中国が正式にインターネットに

加入したのは 1994 年 4 月 20 日とされ（自治体国際化協会 2013）、その後インター

ネットが一般に普及すると、様々なネットスラングが生まれた。その際に一つのパ

ターンとなったのが、各地の方言音の類似性を利用した言葉遊び（homophony）や

方言語彙の取り込みである。 

方言由来のネットスラングに関する先行研究は、曾海苹 2009 を皮切りとして複
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数の報告がある。侯超 2013：65 は、パソコンや携帯電話によるピンイン（中国式

ローマ字）の誤変換から生まれる面白さが、新しさを求める若者たちの間で流行し

たと述べている。例えば、長江以南の広い地域では［f］と［h］を音素として区別

しない（曹志耘 2008：语音 053）。そのため、南方方言を母語とする人は、「好き」

“喜欢”xǐhuan［ɕi214-21 xuan4］をピンイン入力しようとすると、打ち間違えて、「お

かゆ」“稀饭”xīfàn［ɕi214-21 fan51］と表示されてしまうことが起こり得るのである。 

表 1 のうち、例えば、一人称「私」を意味する No.7-1“偶”は代表的なネットス

ラングで、汪磊 2012：101 には「方言に由来する“我”のユーモアな形式」25との

記述がある。侯超 2013：64 は、“偶”が台湾発祥である可能性を指摘している。“偶”

は“我”と発音が似ているにも関わらず（北京大学中国语言文学系语言学教研室

1989：42, 212）、その語義は「偶数」や「偶像（アイドル）」というもので、“我”

とのギャップを感じさせる面白さがある。トランプにこの表記が用いられているの

は、もちろん常州方言の音声的な反映を前提としているが、こうしたインターネッ

トを媒体とした方言表記の定着が、その他の方言コンテンツにも流れ込んでいるこ

との証として見ることができる。 

 

4. 趙元任による方言記述に関する提言 

 

ところで、常州方言研究の先駆者と言えば、著名な言語学者で自身も常州出身の

趙元任である。趙元任 1954 は、方言記述における漢字の効用について、「記録者と

読者が（内容を）理解する上で便利であり、（方言を記録するための）正当かつ科

学的なツールである」26と述べた上で（趙元任 1954：118）、調査者が方言を記述す

る際の基本原則を 10 挙げている。本節では、この中から常州方言トランプの方言

表記と特に関連があるものを取り上げて分析を進めたい。 

原則 1：国音あるいはいかなる地域の方言音を以て別の地域の

音を表記してはならない。27（趙元任 1954：119） 

趙元任はまずこれを最も重要な原則として挙げているが、本稿で見てきたように、

                                                  
25 “我”的方言谐趣形式。 
26 原文：記錄方言時候用漢字來記錄, 不但是給記錄者跟讀者了解上的方便, 並且是加一種又

正當又科學的記錄功具. 
27 原文：萬不能拿一個字的國音或任何地方的方音來標別一處的音. 
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常州方言トランプは標準語の発音に基づいて常州方言を記述しているため、この原

則は守られていないことになる。ただ、身近なところで言えば、先に挙げた外来語

の音訳表記の例もあるし、さらに歴史的に遡れば、明清期に編纂された漢語と外国

語の対訳辞書『華夷訳語』のように、漢字の当て字によって発音を示した前例も存

在する。誰しもが標準語の使い手となった現代において、一般レベルで方言を記述

する需要が生まれれば、こうした音写方法を取るのはいわば必然と言える。 

一方で、常州方言トランプの記述は、ある意味、趙元任の意向に合致する部分も

存在する。 

原則 7：当て字を避けない。まず決めるべきは、ことばをどう

記述するかという問題で、本字を求めるのは二の次である以

上、予想される本字や国語古語の用いる字音が適当でない場合

は一旦保留として、まずは音声的に比較的合致した当て字を書

く…28（趙元任 1954：122） 

原則 7 では、本字を探求する意義を認めているものの、実際の音声から離れた記

述はおこなうべきではないとしている。例に挙げているのは、北京方言で「告げる、

知らせる」を意味する“告诉”29で、言語データの記録という役割を果たすために

は、“告愬鼻尾（鼻音韻尾）”や“告愬音送（実際の音は“送”）”のように注記するか、あるいは直

接“告送”と音写することを推奨している。周源・屠国瑞 2011：7 は、実際に原則

7 を適用して、「父親の姉妹、おばさん」を“八八”［pɑʔ55 pɑʔ55］と表記している。

面白いことに、常州方言トランプ No.20-1 においても「父親の姉妹、おばさん」が

“八八”と表記されているが（表 1）、これは［pɑʔ55 pɑʔ55］を標準語の“八”［pᴀ55］

で音写したためである。 

原則 10：音韻体系が明白でない方言は、最も簡単な字音の漢字で

書く30（趙元任 1954：124） 

原則 10 も原則 7 に通ずるところがあり、まずは音を忠実に記録することの必要

性を説いている。趙元任が例に挙げているのは、北京方言で第 2 声＋第 3 声の新語

                                                  
28 原文：不避白字. 旣然先決問題是記言, 後決問題是求本字, 那麼如果猜想的本字或是國語

古語所用字的音不想當, 最好暫撩在一邊, 先寫一個音較合式的白字,… 
29 標準語では gàosu であるが、北京方言では gàosong と音変化が起きている。（徐世栄 1990：
144） 
30 原文：在本地音韵地位不明白的言, 用最簡單的字音的字來寫它. 
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が現れた場合、それが正真正銘の第 2 声＋第 3 声なのか、それとも第 3 声＋第 3 声

の連読変調の結果なのかは、第一音節が何に由来するものなのかわからなければ判

断できない、というもので、その場合はひとまず第 2 声で記述しておくのが良いと

述べている。前節 3.1.4 で見たように、連読変調後のピッチを反映した方言トラン

プの記述は、この点で実にうまく処理したものと言えるだろう。 

 

5. おわりに 

 

以上本稿では、常州方言トランプを例として、方言の商業的利用という文脈にお

いて方言がどのように表記されているのかを分析した。その方法とは、漢字を用い

た標準語の発音に基づく方言音の音写であり、そこでは標準語と音韻体系が異なる

常州方言の発音を再現するための様々な工夫がなされていた。こうした方法は、中

国語が漢字を基本とする言語であるために採らざるを得なかったものであるが、し

かしそれによって、日本語の方言グッズでは疎かになっている「音声の再現」に大

きな注意が払われていた。この点は、日中の方言グッズを比較する際に注目されて

良いだろう。当て字の選択においては、声母・韻母・声調の総合的な音の類似性を

元にしつつ、商業的コンテンツとして成立させるための言葉遊び的な要素も加味さ

れていた。そして、方言グッズの誕生や流通を可能にした背景には、標準語の普及

やインターネットの発展という社会的側面があった。 

前節で述べたように、常州という地はいわば現代中国語方言研究のスタート地点

である。そのため、こういった現状に対して、「方言を用いたコマーシャリズムに

成り下がっている」といった見方をする人がいるかもしれない。しかし、学術的な

枠組みにとらわれない方言表記だからこそ、本質を捉えており、これまでの言語調

査ではあぶり出されなかった現象を発見できる可能性を秘めている。というのも、

学術的な調査をおこう場合、調査者は正確な音声記述をしようと、被調査者に「ゆ

っくり」「はっきり」発音するよう依頼することがあるからだ。しかしそれは、ど

こか「よそいきの」発音になってしまう恐れもある。 

方言を一つの資源として活用する場面は今後も増えていくだろう。方言の新たな

活用の実態を検討することで、中国語方言研究の新たな方向性を見出していきたい。 

 

付記：本研究は、科研費 JP 20K13002（若手研究「中国における官話方言の新たな

受容・活用の実態解明に向けた包括的研究」）の助成を受けたものである。 
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Commercial Use of Dialects:  

Focusing on the Case of Changzhou Dialect Playing Cards 

 

Chiemi Hidaka 

Kanazawa University 

 

[Abstract] Recently, many commercial products with Chinese dialects have appeared in 

China. One such product, a set of playing cards in the Changzhou dialect of the Wu 

languages, uses the dialect’s transcription in Chinese characters, based on the pronunciation 

of standard Chinese. The selection of the characters was based on the overall similarity in 

consonants, vowels, and tones, while also taking into account elements of word play to make 

the product commercially viable. Compared to the International Phonetic Alphabet used in 

academic settings, these products lack some objectivity and accuracy, but examining how 

dialect notation is used in such products allows us to observe phenomena previously 

unnoticed in conventional language surveys. With the analysis of “Visualized Dialects,” 

which are expected to increase, we can find a new direction for dialect research methods. 
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